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第 3回 目 耳alげこ24有■7ナ11日  (日 )

『陸軍鉄道第二連隊』

～その歴史と軽便鉄道のある風景～

講師 :坂井元昭

(歴史研究家)
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鉄道第二連隊の歴史

(添付資料 次ベーブ 鉄道第二連隊史 近代デジタルライプラリー 国会図書館)

明治 29年 (1896年)鉄道大隊として東京・牛込の陸軍主官学校内に創設
明治 30年 (1897年)中野に転営明治 40年 (1907年 )鉄道聯隊に昇格。
明治 39年 (1906年)千葉県千葉郡津田沼町谷津 (現 0千葉工業大学 )に転営

明治 41年 (1908年)連 隊本部及び第 1大隊が干葉に転営
明治 41年 (1908年 )― 第三大隊が千葉県千葉郡津田沼町谷津に新設

大正 7年 (i918年)10月 ―第三大隊が鉄道第 2連隊に昇格

昭和 2年～昭和 7年、津田沼～松戸線敷設

′
鉄道連隊は、戦時に出動するも、平時は、主に千葉県内及び近県の鉄道建設や修復に活躍した。
~身
近には、京成線の津田沼ガードや、鷺沼台 2丁目警察署南の京成成田線の総武線を<ぐる掘削

した立体交差等。

千葉県営鉄道、小湊鉄道など敷設、改修など、民間交通に寄与しています。

戦線拡大と共に、鉄道第一、第二連隊から中国戦線や南万戦線に新たに連隊が作られる。

第二連隊  昭和 9年 (1934年)   第四連隊  昭和 13年 (1938年 )
第五連隊  昭和 13年(1938年)   第六連隊  昭和 12年 (1937年 )
その後太平洋戦争末期、昭和 19年 (1944年 )には
第 7連隊から20連隊まで作られ、大量に中国大陸、南方戦線へ出兵。

昭和20年 8月 15日終戦、鉄道連隊終焉
降伏文書調印の9月 2日が終戦とも、またサンフランシスコ講和条約昭和 27年 4月 28日発効がとも

_後の鉄道第二連隊跡は、本部を昭和 25年千葉工業大学が移転じ使用
昭和 21年材料廠の三分の 2位を県立千葉工業高等学校として使用

南側三分の 1は国鉄技術研究所として、習志野路線をも使用

北側 (現イオン)を∽大栄車両が使用

津田沼～松戸線は昭和21年より新京成電鉄が使用する
(昭和 28年、京成津田沼駅に乗り入れ、路線 26.5kmと なる)

(軽便鉄道機関車は、西武鉄道が使用することとなる)

昭和 42年千葉工業高校は千葉市に移転、昭和 34年国鉄技術研究所は国立へ移転

旧国鉄技術所及びその習志野路線を自衛隊鉄道連隊、第 101建設隊が昭和 35年から昭和41年ま

で使用

昭和 43年に

習志野市が習志野路線跡地を正式に国から借り受け、現在のハミングロードになる。



日本陸軍鉄道連隊 A/B形蒸気機関車

1890年 liドイツのクラウス社ガ野戦用li設計製造された 600rrn軌間の機関車である。

屋根の高さをずらし、高い方をA形低い方を B型とし、運転台を中心に背中合わせに 2台を結合し
ひと組とした機関車である。

二台の機関車の為、「双含機関車」 (Zwillingloks 双子))と呼ばれ、連結を放し、一両で走るこ

とも可能である。

ボイラーの両側に、石炭用、水用タンクが付けてある。

運転台は左右反対になつており、背中合わせの時、一人の機関士と助手 (1～ 2人 ?)で走行出来
る。

しかし、 2台の運転は圧力調整な、どちらも同じ力にする難しい技術を必要とされたという。

明治 34年 (1901年 ) 5組 10両  (コツベル社製)→習志野騎兵連隊建設等に使用

明治 38年～39年 (1905年～1906年) 186組  366両 (クラウス社、コツベル社等で 8社で
製造)日露戦争用に発注

しかし、日露戦争には間に合わず、殆ど津田沼材料廠に保管

明治 44年 津田沼～千葉間軽便鉄道路線敷設 (第一連隊へ機関車等を移す)

樺太、中国大陸、南方戦線など外地に出動、一部民間企業などにも活用す。

終戦後、どこにも見つかつていないそうです。

ドイツ軍は 182組 を所有、野戦用として使用、植民地、南西アフリカ (現ナミビア)に多数使用。
ナミビア共和国 の首都 ウイントフツク駅前に A形―両のみ保管展示されているという。

|:li螂 理 道 段 観 韓  畷 職 二 第 ヒ ■
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